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【序】KrDの遷移は 1988年に Dabrowski等に

よってはじめて観測された[1]。Figure1にこれま

でに分かっている KrDの電子状態のエネルギー

を示す[2,3]。基底状態は 5s（結合原子極限 Rb原

子に対応）から生じるΣ+で、ArHではその状態

への遷移は線幅が広く観測されているが、KrDで

は線幅は広くない。本研究では、1800-8000 cm-1

の範囲で多くの遷移が観測された。その中で

2800 cm-1付近のバンドについて解析したので報

告する。 

【実験】実験には高分解能フーリエ変換型分光器

Bruker 120 HR を用いた。Kr 3.3 Torr、D2 0.15 

Torrのセル中でパルス放電を行った。パルスの繰り返しは 10 kHzで 20マイクロ秒間放電し

た。ピーク電流は 500 mAであった。分解能は 0.07 cm-1、3マイクロ秒ごとに 30点データサン

プリングを行った。Rydberg状態の KrDは放電後のいわゆるアフターグローで強い発光が観測

された。時間的振る舞いも興味あるが、この度は、放電開始後 18番目（54マイクロ秒後）に取

得したデータを解析した。 

【結果と考察】Krと Dr2の混合物にパルス放電を行い、54 マイクロ秒経過後のスペクトルを

Figure 2に示した。5800 cm-1の4d Π2 − 5p Σ2 から回転温度を求めたところ約 1000 Kであっ

た。新しいバンドの解析にはこの温度を用いることにした。4000 cm-1以下は、ほとんど報告さ

れていないが、今回 6～7個のバンドが見つかった。その中で比較的簡単な構造を示す 2800 cm-

1付近のバンドを解析した。これまでのデータから5d Π2 − 5d Σ2 に近いが、それによるとバンド

オリジンが 2845 cm-1に予想された。今回のデータと過去の低分解能のデータの再解析を行った

ところ、バンドオリジン 2789 cm-1で説明でき、両方の状態の分子定数を決定できた。Figure2

の 2500 cm-1付近の強いスペクトルは7s Σ2 − 6p Π2 に帰属できるが、その解析は進行中である。 

 

Figure 1 KrDの電子エネルギー準位図。 

図中の矢印で、今回新たに帰属した遷移を示

した。 



 

Figure 2本研究で観測したスペクトル。縦軸は発光の強度、横軸は波数（cm-1）である。 

2500 cm-1と 2800 cm-1付近のバンドは帰属を行うことができた。 
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